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環境体験学習で
キャリア形成を図る

～育てたい力を見据えた
学習計画の作成～

三田市立藍小学校

主幹教諭 武
たけうち
内　健

けんすけ
介

１　はじめに

　私が勤務する藍
あい

小学校は，児童数約100名
の小規模校で，周辺はのどかな田園風景が広
がり，貴重な生物が生息する自然豊かな地域
である。
　藍小学校では，３年生環境体験事業で例年

「サンキュウの園
その

」に行かせていただいてい
る。サンキュウの園は，三田自然教室を主宰
されている谷

たにぐち

口誠
せい

司
じ

さんが設立された，自然
環境体験施設である。今回，サンキュウの園
での体験活動をもとにした，児童のキャリア
形成を目指す総合的な学習「藍のたからもの」
の取組を紹介する。

２　体験活動とキャリア教育

　体験活動とは，どういう活動であるべきな
のだろうか。兵庫県教育委員会は，体験活動
を『子どもたちの「自立」に向け，体験活動
における試行錯誤の中で，自己認識や自尊感

情を高め，学ぶ意欲や成長する意欲を喚起す
る。また，人間としての在り方や生き方を考
え，社会の一員としての自覚を深めさせる（平
成30年度指導の重点）』としている。さらに，
『体験活動での学びをその後の生活や学習に
いかす指導の工夫を行うこと（平成23年3月4
日豊かな人間性と社会性を育む兵庫型「体験
教育」の充実に向けて（報告））』とも記して
いる。以下にその手順を示す。

　体験が目的ではなく，体験を通して生きる
力をつけることが最終的な目的であるという
意識を教師自身が強く持つことが大切である。
　また，体験活動におけるキャリア教育の視
点も重要であると考える。キャリア形成を図
る体験活動について，兵庫県教育委員会は
『④多様な体験活動の実施　保護者や地域の
人々，関係機関等と連携しながら，自然体験，
社会体験，就業体験，ものづくり体験等，多
様な体験活動や地域を支える産業に目を向け
る機会を設け，人や社会と自分とのかかわり
を認識させる。また，体験活動の学びを生活

▲ サンキュウの園　入口

▲ 体験活動での学びを生かすために
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や学習にいかすため，事前・事後の指導の充
実を図る（平成30年度指導の重点）』として
いる。今回の取組の中で，特に自己理解・自
己管理能力やキャリアプランニング能力を高
めるための事前事後指導は，体験活動の値打
ちを上げる重要なポイントであると考えた。
そこで，事前事後指導にキャリアノートを活
用し，キャリア形成を図ることにした。

３　総合的な学習『藍のたからもの』の取組

⑴ 組み立てる（学習計画の作成）
①「ふるさと」「人」との出会い
　地域教材を使った総合的な学習を展開した
いという思いから，まず地域を歩くことから
始めた。地域には，武庫川，虚

こ

空
く

蔵
ぞう

山
さん

，藍
あいもと

本
の里山など，魅力的な場所が多く，体験活動
をするには事欠かない。そんな中，今回はキャ
リア教育の視点から，自然と人との関わりに
注目して題材探索を進めた。
　サンキュウの園の谷口さんとの出会いは，
私自身にとって衝撃的であった。大人が大人
に憧れる，まさにそんな感情を抱いた。
　谷口さんの活動は多岐に渡る。サンキュウ
牧場では，行き場のなくなった動物を引き取
り育てている。三田自然教室では，多くの地
域の子どもや大人，学生を受け入れ，自然に
ついて学ぶ機会をつくっている。さらに，藍
地区日

ひ で

出坂
さか

の武庫川護岸工事の際には，県と協
力し，多自然型川づくりを実現させ，多くの希
少生物を守った。ただ単に，自然を守るという
より，自然と人が共生できるポイントを一生か
けて探っている気がした。

　サンキュウの園に通い，今までの実践や人
柄を知れば知るほど，谷口さん自身とその取
組を教材化し，子どもたちと学習したいと強
く思うようになった。ふるさとを学ぶのでは
なく「ふるさとで学ぶ」，人を学ぶのではな
く「人で学ぶ」を意識し，『谷口誠司さん』
を中心とした１年間の学習計画を組み立て
た。

②体験学習を軸にキャリア形成を図る
　兵庫型「環境体験学習」として，年３回の
サンキュウの園での活動を軸とし，総合・国語・
社会・理科・図工を教科横断的に取り入れ，キャ
リア教育の視点をふまえ案を立てた。

　藍の自然や人との出会いをきっかけとし，
藍の自然を守る活動（日

ひ

出
で

坂
さか

洗
あらい

堰
ぜき

多自然型
川づくり・ホタル保護活動・三田自然教室な
ど）に触れさせたいと考えた。そして，谷口
さんと接する中で，願いを持ち行動すること
の大切さに気付かせ，自分を見直す機会を設
け，３学期には学びを発信させる計画を立て
た。
　事前事後指導には，兵庫県小学校版キャリ
アノートモデルを取組に合うように作り替え

▲ 教科横断的な取組のイメージ図

▲ １年間の活動の見通し
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使用した。評価項目には，キャリア教育を通
して育てたい基礎的・汎用的能力４項目を網
羅するように設定した。自由記述欄には，そ
の活動で見取りたいことを設定し書かせた。

⑵ 仕組み，見守る（体験活動の実施）
①児童にとっての必然性を仕組む
　児童にとって，体験活動は楽しいものであ
るが，そこには必然性が必要である。私は活
動の動機づけのために，藍地区の航空写真を
使用した（三田市HP都市計画地図情報より）。
三田市内の山々の緑や武庫川の様子が，年を
追うごとに変化していることが手に取るよう
にわかる。児童には，「このままではいけな
い。」という危機感と「本当に自然は壊され
ているのか？」という疑問が生まれた。疑問
を解決すべく，サンキュウの園と日出坂洗堰
へ体験活動に出発することになった。その活
動には児童にとって必然性があった。

②体験活動の実際
　年間３回の体験活動を実施した。
　第１回目の日出坂洗堰での水生生物観察及
び護岸工事の様子の観察では，多くの貴重な
水生生物を捕獲することができた。生き物の
捕まえ方や見分け方などは，谷口さんの指導
を受けた。護岸工事が行われた後にも関わら
ず，生き物の種類の豊富さに，子どもたちは
驚きを隠せないようであった。

　しかし，人と自然の調和を目指しつくられ
た，多自然型川づくり工法の説明を受けると
納得したようであった。この工法を提案し，
実現されるまで粘り強く活動を続けられた谷
口さんへの尊敬の念も高まった。
　２回目３回目の活動は，主にサンキュウの
園周辺で行った。自然との共生のために手が
入れられている園には，多くの植物や動物が
いる。武庫川には蛍の幼虫のえさとなるカワ
ニナがたくさん生息していた。これも谷口さ
んの活動の成果である。子どもたちは，ふるさ

▲ 藍小学校版環境体験学習キャリアノート

▲ 武庫川日出坂洗堰護岸工事の様子（平成 17 年）

▲ 日出坂洗堰での環境体験活動
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と藍のあるべき姿を心と体で体験し，そして，
改めて「願いを実現するために行動することの
大切さ」を感じることができた。

③劇「藍のたからもの」に込めた思い
　体験活動後のアウトプットは，児童の思い
を中心に決定した。
　１学期には，兵庫県阪神北県民局宝塚土木
事務所三田業務所と連携し，教室前廊下を日
出坂洗堰に見立てた，模擬水族館を作り上げ
た。武庫川の詳細なデータや工事の様子のパ
ネル写真などの提供を受け，全校生や保護者
に向け，値打ちのある発信ができた。
　子どもたちは，３学期の最終の発信方法を

「谷口さんを中心とした劇」と決めていた。活
動に対する必然性と，十分な体験活動があれ
ば，子ども達は自分たちで動き出す。劇化は，
児童の熱い思いから生まれた。
　２学期には，体験活動と並行して，脚本づ
くりに取り組んだ。自分たちが感じたことを
正確に表せるよう，取材活動も入念に行った。
　３学期には，全校生・保護者・谷口さんを
招いて劇を披露した。劇の最後に，それぞれ
が３年生なりの決意を宣言することができ
た。谷口さんからの学びを通して，将来の自
分像を考えることができたと感じた。劇後の
子どもたちは，１年間の活動を終え，さわや
かで晴れやかな顔をしていたのが印象的だっ
た。

⑶ 振り返って意味を考える（事後指導）
　毎回の振り返りにキャリアノートを使うこ
とで，定性的・定量的に評価できた。
　〇をつける評価項目内容を一定にしたこ
とで，前回の〇の位置と比較することができ，
自分自身の成長を感じることが可能となった。
そして，自由記述で次への課題が整理できた。
　また，保護者メッセージ欄を設け，保護者
と教師の両者で評価することで，一層児童の
自尊感情を高めることができたと感じる。体
験活動の価値づけをするのにも有効であった。

４　おわりに

　今回の取組を通して，環境体験学習は児童
の育成に大きな可能性を秘めていると改めて
感じた。理由は２つある。１つ目の理由は，
体験を通すことで，自ら考えたり決めたり行
動したりすることが，明らかな実感を伴うと
いうことだ。この経験は，児童の自立に向け
て大きな糧になるはずである。２つ目の理由
は，１年間という大きなスパンで教職員が児
童を育てる視点を持つことができることであ
る。年度途中の活動は，児童のニーズに合わ
せて柔軟に変化させながらも，最終着陸地点
である，「目指す児童像」を見据え続けること
で，ぶれない活動が展開できる。
　今後も，この自然豊かな藍の地で，素晴ら
しい体験を通した「学び」を子どもたちと共
に積み重ね，自分の将来を見据えながら主体
的に学ぶ児童の育成に努めていきたい。

▲ 多自然型川づくりへの経緯リーフレットより　
（日出坂せきもりの会　阪神北県民局宝塚土
木事務所）

▲ 劇「藍のたからもの」
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「トライやる・ウィーク」を
活かし地域に根ざした
「キャリア教育」の推進

福崎町立福崎西中学校

教諭 岡
おかもと
本　健

けん
司
じ

１　はじめに
　「トライやる・ウィーク」は，「生徒の自己
認識や勤労観・職業観を深める」「地域の教
育力の活性化につながる」等，多大な成果を
あげ，生徒はもちろん，保護者，地域からも
高い評価を得ている。
　しかし，この取組も20年が経過し，ともす
ればその目的や意義が見逃されがちである。
今後はこれまでの取組の成果と課題を検討
し，さらに「トライやる・ウィーク」を充実
させていくことが重要となる。それには「ト
ライやる・ウィーク」の期間及び事前，事後
指導の充実はもちろんのこと，生徒と地域と
のつながりをより深化させていくなど，「ト
ライやる・ウィーク」と学校の教育活動を結
び付けた「キャリア教育」として捉えていく
ことが必要だと考えている。
　「トライやる・ウィーク」と学校の諸活動
を結びつけるキーワードは「地域」である。
老舗の和菓子屋さんで活動したり，和太鼓な
どの昔から伝わる地域の伝統芸能を学んだり
する学校もあるだろう。生徒の体験先はその
地域の生活環境や歴史と密接につながってお
り，「トライやる・ウィーク」は地域そのも
のを学んでいるともいえる。
　地域（＝ふるさと）を学ぶことは，｢キャ
リア教育｣ の基盤をつくることである。平成
30年度版「指導の重点」は，「ふるさと意識」
の意義を「地域への愛着や誇りがあるからこ
そ，地域の将来を考え，未来への期待を持つ
ことができるものである。」と述べている。
　さらに，「地域に学んだこと」「地域につい
て学んだこと」をもとに「地域の課題を解決

し，地域の発展に貢献すること」を目指す学
習活動を構想することができれば，｢社会的
自立に必要な態度や能力｣ を育てることがで
きるはずである（図１）。
　今回は，以上のような視点からとらえた福
崎町及び本校の実践を紹介する。

２　本校の現状
　本校は生徒数234名，学級数は特別支援学
級を含めて10学級（平成30年度）の小規模校
である。学校周辺には田畑が広がり，自然豊
かな環境の中で生徒は伸び伸びと学校生活を
送っている。
　福崎町は姫路市の北部に位置する人口約
２万の町である。古くから交通の要所として
栄え，近年は幹線道路に沿って大規模小売店
やロードサイドショップが進出してきてい
る。
　「トライやる・ウィーク」の立ち上げ当初
から地域の事業所等には積極的に協力いただ
いており，受入数は生徒数を上回っている状
況にある。29年度は，町内２校（福崎東中学

▲ 図１ キャリア教育で生徒を育む
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校，福崎西中学校）の中学２年生198名に対
し，225名の受入人数があった。町推進協議会，
校区推進委員会の方々も意欲的に活動してい
ただいており，「トライやる・ウィーク」はすっ
かり地域に根付いた取組となっている。

３　継続した取組（トライやる・アクション）
　「トライやる・ウィーク」期間だけでなく，
さまざまな形で受入れ先とのつながりを継続
し連携を強めている。施設に入所されている
方や園児，指導ボランティアの方との再会に
も意義深いものがある。
⑴　福祉体験学習
　例年11月に２年生が福崎町社会福祉協議
会の協力を得て「車椅子」や「手話」などの「福
祉体験学習」を行っている。「トライやる・
ウィーク」では多くの生徒が福祉関係施設
でお世話になっており，その体験を活かし，
福祉体験学習のリーダーとして活動してい
る。
⑵　保育実習
　３年生では家庭科の授業の一環として例年
町立の認定こども園への訪問を行っている。
グループごとに「おもちゃ」を作って持参し，
保育実習を体験。例年20名前後の生徒が幼児
園などで「トライやる・ウィーク」を経験し
ており，この取組でもリーダーとして活躍し
ている。
⑶　福祉施設訪問
　夏祭りの補助，街頭募金など，「トライや
る・ウィーク」でお世話になった福祉施設の
イベントに積極的に参加している。また，合
唱部がデイサービスセンターを慰問し，合唱
やミュージカル劇を披露するといった活動も
取り組んでいる。

４　地域を学ぶ ～地域の財産を活用する～
　福崎町教育委員会の支援を得ながら「ふる
さと意識」を高揚するために次のような取組
を行っている。
⑴　ふるさと学習会
　福崎町は民俗学者「柳田國男」の生誕地で
もある。福崎町教育委員会の尽力で，例年６

月に「柳田國男・松岡家記念館」の顧問であ
る石井正巳東京学芸大学教授に講演をいただ
いている。
　地域の偉人「柳田國男」や地域の文化・伝
統について学び，ふるさとを誇りに思う気持
ちを醸成する貴重な機会となっている。昨年
度で６回目，町内の小学５年生以上が参加し
ます。以下はここ数年の講演テーマである。
　平成29年度　柳田國男と故郷70年
　平成28年度　柳田國男と日本昔話
　平成27年度　柳田國男と妖怪
　平成26年度　柳田國男と風土記
⑵　柳田國男ふるさと賞
　福崎町教育委員会が地域への愛着を高めよ
うと４年前に「柳田國男ふるさと賞」を創設
した。夏休みに福崎町内の小学３年生以上の
児童と中学生は民俗学調査を行う。現地調査
をしたり，地域のお年寄りを訪問し取材した
り，伝統行事や伝説や風習等についてレポー
トを作成している。
　この取組で地域を歩いていると「今年も中
学生がインタビューに来てくれたよ」と声を
かけられることもあり，地域を知るだけでな
く，地域の方とのつながりを深める面からも
意義あるものとなっている。以下はここ数年
の優秀作品の研究テーマの一部である。
　・巡礼道～板坂の果たした役割～
　・新町の小字について
　・七種の滝の伝説　
　・駅前の稲荷神社について　　　など
⑶　おじいさん，おばあさんと語る会
　毎年11月に３年生を対象に地域の老人会の
協力を得て「おじいさん，おばあさんと語る
会」を催している。この催しは17年目を迎え
る。昨年度も10数名のお年寄りの方が参加し
てくださった。４～５名のグループに分かれ，
お年寄りから戦争体験や戦中，戦後の暮らし
ぶりについてうかがう。なかには卒寿を超え
られている方もおられ，シベリア抑留や姫路
の空襲の体験を語ってくださった。「中学生
に会うために長生きしたい」といって帰られ
る方が多い。
　このことは地域の歴史を学ぶだけでなく，
多くの方の努力で今日の社会や地域が成り
立っているいることを実感する機会となって
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いる。戦争を直接体験された方は年々減って
きているが，地域のおじいさん，おばあさん
の貴重な人生経験を聞く機会として継続して
いきたいと考えている（写真１）。

５　地域に貢献する～学んだことを生かす～
　「総合的な学習の時間」や社会科の時間を
使い，「トライやる・ウィーク」での学びや

「ふるさと意識」を土台とし，「地域の課題を
解決し，地域の発展に貢献する」ことを目的
とした学習に取り組んでいる。以下２つの実
践を紹介する。
⑴　福崎町産業振興策
①課題設定の背景
　校区に福崎西部工業団地がある。約90ヘク
タールの面積を誇り，35社が操業している。
福崎町の経済的基盤ともなっている。「トラ
イやる・ウィーク」にも多くの事業所が協力
していただいている。そこで，「なぜ，福崎
町には多くの企業が集まるのか」という課題
を設定し探究学習に取り組んだ。
②企業訪問
　福崎工業団地協議会の協力を得て30社に取
材を行った。２～３名のグループをつくり，
アポイントメントをとったうえでの訪問。会
社の事業内容，福崎町に進出した理由，企業
からの要望等についてインタビューを行った

（写真２）。
　多くの生徒は「中国自動車道と播但連絡道
が交わり，交通の便がよいから」と仮説を立
てていたが，実際に取材をしてみると，「豊
かで良質の水がある」「大阪や神戸港から近

い」「雇用が確保しやすい」「まとまった土地
が得られる」など生徒の予期しない回答もた
くさん得られた。

③発表会
　身近にある工業団地であるが，取材によっ
て初めて知ることが多かった。30社の製品は
多種多様，眼薬，化粧品，紙パック，塗料な
ど。なかには「亀のえさ」「遊園地の遊具の
安全ボタン」も。
　他の企業の様子も知りたいという生徒の声
も多く，取材内容の発表会を催すことになっ
た。企業の方にも見に来ていただいた。「貴
社の様子をここで知りました。」と企業の方々
が名刺交換をされる姿もみられ，発表会が企
業間の交流の場ともなった。
④福崎町産業振興策の発表
　取材のなかで産業振興上の福崎町の強みと
課題が明確になった。そこで，どのようにす
ればさらに工業団地及び町の産業が発展す
るかを考え，提言として発表することとし
た。
　「インターチェンジと工業団地のアクセス
をより良くするためにスマートＩＣを設置す
る」「工業団地で作られた商品を販売したり，
展示したりするアンテナショップを駅に設置
する」といった提言を他府県の例を元に具体
的に提言した。なかには企業間の連携を密に
して輸送コストを抑えることを提案した班も
あった。
　発表会には福崎町の産業振興課や企業の
方々も参加してくださり，講評もいただくこ
とができた。「私たちでも町の政治に参加で

▲ 写真１ おじいさん，おばあさんと語る会
▲ 写真２ 企業訪問の様子

（平成29年２月８日 読売新聞播磨版より）
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きることがわかった」「福崎町に誇りをもっ
てよりよい町づくりに貢献したい」といった
生徒の感想が多かった。
⑵　福崎駅前活性化計画
①課題設定の背景
　かつて福崎駅前には100軒を越える商店が
立ち並んでいた。しかし，今では営業を続け
る商店も少なくなり，｢福崎駅前商店街｣ は
その活気を失っている。「トライやる・ウィー
ク」でお世話になる大規模小売店は隣接する
福崎東中学校区にすべて立地している。そこ
で，生徒に「福崎駅前はどうしてにぎやかさ
を失ってしまったのか」という課題を私が事
前に設定した。
　課題に対して生徒は，「車社会となり，駅
を利用する人が減少した」｢福崎東中校区の道
路が拡充されスーパーなどが進出してきた｣

「福崎駅前は道路が狭く駐車場もない」といっ
た仮説を立てた。
②仮説の検証（フィールドワーク）
　その後，仮説をどうすれば検証できるかを
考え，班ごとに次のようなフィールドワーク
を行った。
　・駅前と東中校区の幹線道路の交通量調査
　・駅前商店街の商店での聞き取り調査
　・大規模小売店や駐車場の規模の調査
　・福崎駅駅長への聞き取り調査　　など
　フィールドワークのなかで，「駅前のお店
がなくなって買い物に不便している」という
お年寄りの声が聞けたり，福崎駅の乗降者は
減少したといっても１日4000人以上になると
いう情報を得たりした。

③福崎駅前活性化計画の発表
　次に，仮説を検証するなかで得た情報や資
料をもとに ｢福崎駅前商店街活性化計画｣ を
考えた。「駅前への道路を拡充してアクセス
を良くする」「まとまった土地を駅前に確保
し中心となる小売店を誘致する」など具体的
な提言をまとめた。そして，福崎町の町づく
り課の方々にその内容を発表した。　
　どちらの発表会でも役場の方から「福崎町
のことを中学生が真剣に考えてくれているこ
とがうれしい，今後も共に福崎町のことを考
えていきましょう」との呼びかけがあった。

６　おわりに
　「トライやる・ウィーク」が目指すものは
単なる「職場体験」ではなく，「社会の一員
としての自覚や社会参画への意欲や態度を養
う」ことであり，それが「自立して未来に挑
戦する態度を育む」ことにつながる。
　「トライやる・ウィークはいつまでも未完
成であり続ける」という検証委員会の方の言
葉が心に残っている。原点を忘れることなく，
これらの取組を深め，夢や目標に向かい，具
体的な計画を立て，それに向かって進んでい
く力（キャリアプランニング）をはじめ，課
題解決能力やコミュニケーション能力等の育
成を目指すキャリア形成を支援していきた
い。

▲ 福崎駅前構想図（生徒作品より）
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～人みな使命あり～
村高発
地域元気化プロジェクト

県立村岡高等学校

主幹教諭 三
み
宅
やけ
美
み な こ
奈子

１　はじめに

　「人みな使命あり」，これは本校の学校指針
である。本校生徒は，様々な場面においてこ
の文字をプリントしたポロシャツを着用して
活動しており，多くの方々に「人みな使命あ
り＝村岡高校」と覚えていただくことで，教
育活動への意欲を駆り立てている。
　さて，本校は兵庫県の北部の山間部に位置
し，今年度創立70周年を迎える学校である。
１学年２クラス（全校生185人）と小規模だが，
平成23年度に『地域創造類型』を設置し，そ
れを平成26年度に『地域アウトドアスポーツ
類型』と名称変更して，兵庫県で初めて全国
からの生徒募集を開始する。新たな類型を設
けたのは少子化の影響による学級減などへの
打開策であり，また将来の村岡高校の在り方
を検討した結果である。組織として管理職・
校務運営委員・若手教員・希望者の計13名で
新構想検討委員会を発足させ，「村岡高校の
使命とは何か」をテーマに検討した。その中
で，「地域に学び，地域と協働し，地域にな
くてはならない学校をつくる」という現在の
学校教育目標が決定された。
　それ以降，地域アウトドアスポーツ類型だ
けではなく，学校全体でこの目標に沿った活
動に取り組んできた。香美町では「高校存続
に向けた入学者増加の取組に対する支援」が
香美町施策の柱の一つに挙げられ，町からも
様々な協力が得られるようになった。このこ
とはまさしく本校独自で取り組んだ長年の成
果と言える。地域にとってなくてはならない

存在になれたのではないだろうか。では，本
校の取組について紹介する。　　

２　村高発　地域元気化プロジェクト

　本校では平成25年度より総合的な学習の時
間を「村高発　地域元気化プロジェクト」と
称し，次の三本柱による活動に取り組んでい
る。
①５班８グループでの活動
②地元開催のマラソン大会への参加
③活動成果の発表
①５班８グループでの活動
　総合的な学習の時間は，全校生徒を学年縦
割り５班８グループの編成で活動している。
１時間目のオリエンテーションで代表生徒に
よる各班の活動目的や活動内容などの説明を
行い，それを理解した上で
　ア　民芸班
　イ　吹奏楽団
　ウ　食文化班
　エ　環境班
　オ　地域福祉班
の５班から１つを生徒が選択することから始
まる。
　そして，２時間目以後各班・グループの本
格的な活動が開始される。
　アの「民芸班」は，「演舞グループ」と「紙
漉
す

きグループ」の２グループに分かれて活動
する。「演舞グループ」は「民謡集団蘇

そ ぶ

武」
という名前で，南中ソーランの踊りと太鼓の
演舞活動を行っている。学校行事だけではな
く，地域の祭りや福祉の行事などにも要請さ
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れ参加しているが，観客からは「元気や勇気
をもらえる」と好評であり，アンコールを受
けることもある。体力を消耗するが，楽しん
でもらいたいという熱い思いでの踊りにより
会場は，観客との一体感を漂わせている。

　長
なが

須
す

という集落は，冬には雪で農作業が不
可能となるため，室内で年中行える紙漉きが
産業として盛んになった。しかし，戦後，安
価な紙が出回り衰退した。そこで「紙漉きグ
ループ」は，香美町地域おこし協力隊の本

ほん

多
だ

秋
あい

香
か

氏の手によって復活された「長須の紙漉
き」という方法により，射

い

添
そう

和紙復活の一役
を担っている。
　また，その和紙の活用方法を高校生目線で
考え，提案している。例えば，生徒たちは普
及に向けて日常的な活用が必要と考え，射添
和紙の良さについて話し合った。
　・薬品を使用しないので環境にやさしい
　・中性なので劣化しにくい
　・透光性に優れている
　・リサイクルが容易である
　・繊維に光が屈折して光が柔らかくなる
　・他の自然の素材と合わせて使うと，水や
　　火に強くなったり，破れにくくなる
これをもとに，その活用として
　・村岡ダブルフルウルトラランニングの賞
　　状として使用する
　・ランチョンマットにする
　・結婚式で円卓の中央にライトを置き，和
　　紙と花のアレンジで装飾する

・子ども向け玩具人形の和服を作り，ドイ
ツローテンブルクの店舗で扱ってもらう

など様々なアイデアや課題等を考え，商品化
への可能性を模索している。
　イの「吹奏楽団」は，近隣の施設や病院な
どへの出前コンサートや，小学校への出前
レッスン活動を行っている。また特別支援学
校の生徒を本校に招待し，音楽活動を通して
コミュニケーションをはかり，昨年度は生徒
全員分の紙タンバリンを手づくりし，一人一
人に演奏にも加わってもらい，さらに盛り上
がることができた。
　ウの「食文化班」は，「食」の観点から地
元食材を用いて地域活性化に関わることを目
指している。まず「美方大納言小豆」など地
元の食材を使ったオリジナルレシピを考案
し，実際に調理，試食を行う。そして見た目・
味・食べやすさなどの観点から自己評価を行
い，改善案を提案する。このようにして生ま
れたレシピは，後で説明する活動報告の場で
ある「村高フォーラム」で，本校生徒はもち
ろん地域からの参加者にも試食していただ
く。ここでは直接反応を得られ，生徒にとっ
ては次回の創作意欲への励みとなっている。

　また，地元の和菓子屋さんとコラボレー
ションもした。生徒発案のゼリー「たべるびぃ
だで。」を商品化，但馬スイーツ高校生バト
ルでは「審査員特別賞」を受賞し，特別審査
員の方々から「柿と梨のジャムと小豆との相
性が良かった」「地元の食材の使い方が素晴
らしい」などの好評価を得ている。
　エの「環境班」は，「棚田」と「森の健康診断」
の２グループに分かれて活動している。
　「棚田」は，日本の棚田百選に選ばれてい

▲ 商品化された「たべるびぃだで。」

▲ みかた残酷マラソン「民謡集団蘇
そ ぶ

武」
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る「うへ山の棚田」の保全に携わる。この活
動には，「武

ぶ

勇
ゆう

田
でん

」のメンバーに手助けをし
ていただいている。これは，高齢化や過疎化
による棚田の消滅に危機感を抱いた地元の
方々が発足させたグループである。メンバー
は自らの活動の傍ら，耕作放棄地の棚田の農
作業にいそしんでいる。年々耕作を放棄する
家から武勇田への依頼が増加している状況下
で，本校生徒がお手伝いしている。生徒は全
て手作業による田植えから米の収穫までを体
験し，時間と労力を要した米一粒の大切さを
知ることができる。生徒の中には「家は農家
であるが，農作業の経験はなかった。しかし，
体験してその苦労が良く分かった。来年から
は祖父の手伝いをしようと思う」と感想を述
べる者もいた。

　その他にも，棚田米の販売拡大が必要だと
考え，PRやプレスリリースの仕方などを学
び，「武勇田」のメンバーの要望から棚田保
全に必要な人手を集める方法を提言し，コ
マーシャルを作成したりもした。
　「森の健康診断」ではその目的や方法を学
び，実際に森林に入り調査を行う。植生調査
では調査地の地面の状態を，込み具合調査で
は木の込み具合を調べ，調査地を診断してい
る。また「木の駅プロジェクト」にも参加し，
間伐の際に出る不要な木材の搬出を支援する
ことで，地域内通貨に換金していただいてい
る。しかし，「木の駅プロジェクト」は地域
での認知度が低いので，このプロジェクトの
推進を今年度の活動目標の一つにしている。

　オの「地域福祉班」は，「地域福祉グループ」
と「小規模集落調査グループ」に分かれる。　
　「地域福祉グループ」では，これまでの地域
調査の結果を踏まえ，高齢者や子どもに関わ
る課題を見付け，解決策，企画，実践へと繋
げている。４つの班に分かれ企画書を作成し，
年間を通してその活動に取り組んでいる。例
えば，公園の掃除，「いそうの花」（デイサー
ビス）への訪問，射添の子ども教室などである。

　「小規模集落グループ」では，地域調査を
実施し，小規模集落の魅力を発見・発信する
ことを目的としている。集落を複数回訪問し，

▲ 田植え実習

▲ 小規模集落グループ作成パンフレット

▲ 木の駅プロジェクトの概要
（生徒作成のプレゼンテーションより）
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散策や区長，女性の方々へのインタビュー
を通して高校生目線で村の魅力を探ってい
く。インタビューの対象者が変わると魅力
も様々で，例えば区長さんは「〇〇神社」，
女性目線では「子育てしやすい環境」，高
校生からは「地区の祭」などの意見が出て
くる。後日，歴史や文化，人口の変遷，地形，
統計資料などの情報も収集し，全ての情報を
インデックスに書き，「文化的なもの」「自然」

「人との繋がり」などに分類する。このおか
げで，情報が整理しやすく，スムーズな話し
合いが可能になる。こうして発見した魅力
に適したキーワードを考え，外に発信して
いる。
②地元開催のマラソン大会への参加
　毎年香美町で行われる「みかた残酷マラソ
ン全国大会」「村岡ダブルフルウルトララン
ニング」に，全校生がボランティアスタッフ
として参加している。企画や運営にも携わり，
魅力的な大会となるよう高校生独自の企画を
提案し，実践もしている。例えば，「なまえ
応援隊」「ふるさと観光地巡り」「コミュニティ
広場の新設」などがその取組に当たる。
　「なまえ応援隊」は，走っているランナー
のゼッケンを見てパソコンから名前を検索
し，ランナーの名前を呼んで応援する。これ
はランナーを勇気づけ，最後まで走り切って
もらおうという気持ちから始まった企画であ
る。
　「ふるさと観光地巡り」は，マラソン中ラ
ンナーの同伴者に高校生のガイドで観光地を
案内する。おもに「うへ山の棚田」を案内す
るのだが，生徒たちは他地域の方々にも地元
を知り，好きになって欲しいという気持ちを
強く持っており，毎年趣向を変えての説明に
クイズ形式などで工夫を凝らし行っている。
ガイド役はエの「環境班（棚田）」の生徒が
行い，事前練習や打ち合わせの段階では「人
前で話すのは恥ずかしい」「僕たちの説明で
理解してもらえるだろうか」と不安を見せる
が，当日は自分たちでアドリブを入れ，突然
の質問にもしっかりと答えていた。

　また「コミュニティ広場」は，参加者から
「ランナー同士，また高校生との交流の場が
欲しい」という意見をいただき，ゴール会場
に設けられたものである。生徒はこの場でラ
ンナーとの交流も兼ねて聞き取り調査も行っ
ている。この結果をもとに生徒による会議を
開き，ランナーの気持ちを共有しつつ，その
視点から自分たちの活動を振り返り，更に魅
力的なマラソン大会になるように企画してい
く。
　生徒たちはこの２つの大会中に多くの経験
をすることで成長する。その原点は「人との
触れ合い」である。ランナーの中にはエイド
で足を止め，生徒にエールと「いつもありが
とう」の声を掛けてくださる方もいる。「民
謡集団蘇武」が踊りでランナーを鼓舞するの
だが，昨年度は本校で練習に参加し，本番で
も一緒に踊ったランナーもいた。初参加した
１年生の感想文にも「感謝の言葉をいただき，
応援するつもりが逆に励まされた。この伝統
を守っていきたい。」とあるように，この２
つの大会に関係する方々との交流から多くの
ことを学び，彼らが成長していく様子が見て
取れる。
③活動成果の発表
　10月の土曜日に「村高フォーラム」と称し
て活動報告の機会を設け，地域の方々にも多
数ご参加いただいている。プレゼンテーショ
ンとポスターセッションでの発表を行い，活
動の振り返り，反省，提言を行う。ポスター
セッションでは参加者から質問や意見，また
賛辞が，生徒の自信や意欲に結びついてい
る。 

３　おわりに

　今の村岡高校を作ったのは，退職された教
職員を始め，多くの方々の愛校心からに他な
らない。この流れを次のステージへと昇華さ
せていくのが，私の使命だと考えている。
“実践の中に　わが師あり”
“地域の中に　わが師あり”
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県立西神戸高等特別支援学校　主幹教諭 森
もりかわ

川　晃
あきら

「自分らしく働く」を目指したデュアルシステム
～障害のある生徒の就労実現を目指して～

１　はじめに
　日本は，2007年に「障害者権利条約」に署名，
2014年に批准した。その間，国内では，障害
者基本法の改正，障害者総合支援法の成立，
障害者差別解消法の成立および障害者雇用促
進法の改正など，様々な法制度整備が行われ
た。障害のある生徒が，積極的に参加・貢献
していくことができる「共生社会」への準備
が整ってきた。一方，特別支援教育には，生
徒一人一人の教育的ニーズを把握し，生徒の
能力や可能性を最大限に伸ばすことで，自立
し社会参加させる支援が求められている。こ
のような背景のなか，知的障害のある生徒の
就労実現を目指して行ってきた，デュアルシ
ステムの取組を紹介したい。

２　各校のデュアルシステム
　特別支援学校においては，兵庫県特別支援
教育推進第二次計画に基づき，キャリア教育・
就労支援の充実が求められている。私は，そ
のなかで県立播磨特別支援学校の就業技術科

（平成21年度開設），県立姫路しらさぎ特別支
援学校（平成26年度開校），県立西神戸高等
特別支援学校（平成29年度開校）の立ち上げ
に関わり，教育課程の作成及び進路指導体制
としてデュアルシステム※の構築を行ってき
た。それぞれの学校で当初構築したデュアル
システムを紹介する。

①　県立播磨特別支援学校
「播磨デュアルシステム」
　職業体験実習を１年生で２回，２年生で３
回行い，３年生の就職活動までに，様々な職
業の中から自分らしさを発揮できる職業を見
つけていく。個別の進路相談会で実習を振り
返りながら，今後の進路指導の方向性を進路
指導部・担任と生徒・保護者がチームとなり
支援していくシステムである。

②　県立姫路しらさぎ特別支援学校
「ふぁ～すと・トライ」から始まるシステム
　企業就職を希望する生徒に対して，１年生
から就労移行支援事業所での体験実習（ふぁ
～すと・トライ）を試み，結果によって２年
生の終わりまでに企業体験実習を２回，現場
体験実習を２回実施する。進路の個別相談会
を実習の終了ごとに実施し，卒業後，すぐの
企業就職を目指すか，または，卒業後に就労
移行支援事業所や職業訓練校を通すかを適時
検討していく。自分らしく企業就職を目指す
方法を探るシステムである。

【プロフィール】県立播磨特別支援学校の就業技術科，県立姫路しらさぎ特別支援学校，県立西神戸高等特別支援
学校の立ち上げに進路指導の立場で関与。デュアルシステムを取り入れた進路指導を展開。平成29年度兵庫県優
秀教員に選ばれた。
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③　県立西神戸高等特別支援学校
「西神戸版デュアルシステム」
　校内で各種の職業技術を学ぶワーク学習を
実施し，その後に企業で実体験（トライやる・
ＪＯＢ）を行う流れを１年生で３回繰り返し
実施する。その結果を２年生でのコース学習
につなげて行く。２年生では，さらに各コー
スで職業技術に対する学びを深めながら，３
回の職業体験実習（２週間）を行い，自分ら
しく働く職業を，生徒自身の意思で，自己選
択・自己決定できるよう支援するシステムで
ある。

３　デュアルシステムのめざすもの
　デュアルシステムにおける企業での体験実
習は，実践的な「ほんもの」の体験を通し，
職業観・勤労観を形成することが大きな目標
となる。その過程で「自分らしく働く」「自
分らしく生きる」を，生徒自身の意思で，自
己選択・自己決定できるよう支援することが，
進路指導の核となることを意識していかなけ
ればならない。これが，昨今，課題となって
いる就職後の離職の減少につながるというこ
とを留意すべきであると考える。
　また，デュアルシステムは，企業就職を実
現するだけのシステムではなく，卒業後，就
労移行支援事業所や就労継続支援事業所，職
業訓練校等の選択も含め，「働くことを自分
らしく目指す」ことを見出すシステムでもあ
る。学校で学んだ職業教育の成果と高めた就
労に対する意欲を卒業後につなげる目的も併
せ持っている。　

４　体験実習を通しての質的成長
　体験実習を終えるごとに，生徒の自信にあ
ふれた声が聞こえ，成長を感じる場面に出会
える。普段の教室で指導されている内容が，
現場で認められたときに生じる自己有用感の
なせるものであろう。また体験実習で得た自
信が，実習後の授業で学ぼうとする意欲につ
ながっていくのである。この意欲の循環と上
昇（質的成長）が「働く意欲の育成」に他な
らないということを感じている。
　自分が，努力もしていないことに対して ｢
よく頑張りました｣ と褒められても，うれし
くもなく，励みにもならないものである。普
段の職業教育が，生徒に達成感や充実感を与
えることができ，かつ主体的に動ける工夫が
されたものでなければ，自己有用感を感じる
までには至らないのである。

　西神戸高等特別支援学校では，１年生でト
ライやる・ＪＯＢに取り組んでいる。校内で，
それぞれの職業に必要な30時間の専門学習

（ワーク）に取り組んだ後，３日間の仕事体
験を企業に依頼している。６種の職業につい
て学び，３種の職業を選択し，抽象的な学び
をより具体的な職業観に変えていく。校内で
の学習と企業での体験内容の整合性を図り，
生徒の自己有用感を高めている。

　また，２年生では，１年生での取組から職
業について学ぶコースを選択し，さらに職業
についての専門的な学習を重ねる。その学び
をもとに企業での職業体験実習を実施し，さ

▲ 西神戸版デュアルシステム
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らに自己有用感を高め，意欲の循環と上昇（質
的成長）を図っていく。
　普段の授業が達成感や充実感が得られる内
容となるように，社会的自立と職業的自立に
向けた授業と体験実習から得た課題が三位一
体となった教育課程を編成することが今後の
課題となる。

５　働くことを目指すために必要なもの
　意欲の循環と上昇（質的成長）のためには，
デュアルシステムでの体験を振り返り言語化
し，活動の意味づけを大切にする取組をキャ
リア発達の視点で行うことが重要となる。県
立西神戸高等特別支援学校では，キャリア発
達段階表を「はたらく準備性ピラミッド」を
基準に作成している。働く上で，①職業適性（作
業能力）や労働習慣は，必要なものではあるが，
その重要度は高くない。就職後，企業内にお
いて，作業環境・内容への合理的配慮で改善
が見込まれる部分でもある。大切なのは，そ
の仕事力を支える土台となる部分である。②
社会生活・日常生活の能力，対人関係や生活
リズムなどの確立がより重要なベースになる。
そして何より必要となるのは，③「働きたい」
という意欲であり，それを支える④サポート
する力である。サポートする力は，家庭であ

り学校であり，また福祉関係機関である。企
業で働きたいという願いが叶うかどうかは，
①～④の総合的な働きかけで決まる。就労を
支援するには，発達段階表に表した領域への
それぞれのアプローチが教育活動全般にわた
り計画的に求められることが必要になる。

６　ガイダンス機能の充実
　主体的な進路選択を支援するためには，生
徒の能力・適性，興味・関心と職種希望等に
基づいた「個に応じたガイダンス機能」を充
実させることが重要である。県立西神戸高等
特別支援学校では，生徒・保護者及び担任が，
進路担当者に今後の進路指導の方向性につい
て相談を行う形式で，各生徒に進路ガイダン
スを実施している。進路ガイダンスでは，就
労先の情報提供を積極的に行い，また生徒の
体験実習先の希望に耳を傾ける。前回の実習
の振り返りを行いながら次の実習先の選定を
生徒自身が行うことで，自分らしさを発揮で
きる職業へのマッチングを図っていく。進路
指導は，生徒に対して教師が一方的に与える
だけでなく，生徒が主体的に考えながら自ら
が積極的に取り組んでいくものであると考え
る。そのためには，ガイダンスを軸に進路担
当者と担任の計画的，組織的なチーム支援が
大切である。

７　共生社会に向けて
　デュアルシステムは，企業への障害者雇用
の理解啓発の一面も併せ持っている。生徒の
居住する地域周辺で実習先を広く新規開拓
し，実習を通し，生徒がそこでのがんばりを
見せることで，企業の障害者雇用への理解を
深めていく効果も高い。デュアルシステムの
取組が，共生社会への礎を築く活動となるこ
とを信じ，これからも一層の努力を惜しまず
取り組んでいきたい。

※デュアルシステムとは，学校における職業教育と
企業における実習とを並行的に実施する職業訓練
システム。▲ はたらく準備性ピラミッド

授業実践授業実践授業実践


	02兵庫教育-目次

